
1． 本誌に掲載している計数は単位未満を切り捨て表示しておりますので、合計と一致しない場合があります。
2． 記載金額が表示単位未満の場合は「0」、期末残高がない場合は「－」で表示しております。

本紙は再生紙を使用しています。

■東洋ライス㈱との包括連携協定提携について

■准組合員の意見反映・参加参画の促進
　准組合員の皆さんを、「地域農業の応援団」として、
正組合員とともに「地域・農業・農業協同組合の団結の
輪を広めるパートナー」と位置付け、ＪＡ事業活動に参
加していただけるよう、様々な農業収穫体験を実施し
ています。
　「知る⇒体験⇒共感⇒参加⇒参画」の流れをつくり、
准組合員の皆さんに体験を通じて地域・農業・農産物
の素晴らしさを理解していただくことにより、農業協
同組合運動の輪を広げる取り組みを続けています。
　このほか、准組合員の多様な意見を事業へ反映さ
せるために広報や直売所運営に関するモニター制度
にも取り組んでいます。

　「持続可能な社会の実現」と「組合員や
地域住民の健康と環境」に寄与すること
を目的に、東洋ライス㈱と包括連携協定
を締結しました。
　管内で栽培された「彩のきずな」を使
用した「金芽米」の販売や、管内の同社サ
イタマ工場が主催した田植え体験に協
力するなど、米を通じて連携を深めてき
ました。 
　双方の強みを生かし、米農家の所得向
上、米の付加価値向上、健康増進、循環型農業への貢献など、今後も協力して取り組んでいきます。

写真）准組合員日帰り農業収穫体験ツアーにて
　　  上：ぶどう狩りを楽しむ様子
　　  下：貴重な山林資源を学ぶ様子

3. 自己資本比率（健全経営のバロメーター）

4. ＪＡバンク・セーフティネット

自己資本比率……13.57％（単体）
自己資本額……731億96百万円
自己資本額のうち出資金の額…58億41百万円

自己資本比率

13.71% 13.57%

●ＪＡは自主ルールにより基準を８％以上と独自に健全性のハードルを高くしています。
●令和元年9月期の計数は、仮決算結果に基づき、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成18年3月28日金融庁・農林
　水産省告示第2号）に準拠して算出していますが、半期利益については、前年度実績の2分の1の外部流出予定額を控除して自己資本の額とし、オペ
　レーショナルリスク相当額は平成31年3月期の計数を用いて算出しています。
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（単位：百万円） 自己資本額
73,196 自己資本比率の基準

国内基準

4％以上

国際基準

8％以上

　海外に拠点を有さず、国
内だけで事業を行う金融機
関に求められる基準

　海外に拠点を有する金融
機関に求められる基準

※各金融機関は、該当する基準をクリアすることを求められています。
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　営農・生活指導はもとより、法務・税務相談や宅地等供給事業として資産保全と適正な土
地利用へつながる資産管理相談を行っており、これらの総合的な相談機能により、暮らし
の全般にわたってサポートしています。

　組合員とそのご家族、地域住民が老後
を安心して過ごしていただくために、認
知症サポーターによる見守り活動や助け
合い組織によるミニデイサービスなどの
各種サービスを提供しています。

注 ： 貸出金については、貸付留保金を控除した数値としています。

保有有価証券
　　 543億91百万円（貸借対照表計上額）

＜種類別構成割合＞

満
期
保
有
目
的
の
債
券

株式
0.99％

政府保証債
4.06％

国債 1.84％

政府保証債 0.92％

その他
有価証券
86.46％

地方債 7.84％

受益証券
10.47％

社債
28.60％

国債
22.93％

地方債
19.41％

社債 2.94％

　有価証券の運用にあたっては、中長期貯金等の金利リスクの軽減および安定収益の確保を基本として、安
全性を重視した債券運用を中心にポートフォリオ（分散運用の組み合せ）の構築を図っています。

● 満期保有目的の債券で時価のあるもの　　（単位：百万円）

種 類
令和元年9月期

貸借対照表
計上額 時　価 評価差額 うち益 うち損

国 債 999 1,033 33 33 ー
地 方 債 4,262 4,488 225 225 ー
政府保証債 500 505 5 5 ー
社 債 1,599 1,681 82 82 ー
合 計 7,362 7,709 346 346 ー

● その他有価証券で時価のあるもの　　　　（単位：百万円）

種 類
令和元年9月期

貸借対照表
計上額

取得原価
（償却原価） 評価差額 うち益 うち損

債 券 40,791 39,499 1,292 1,296 4
国 債 12,470 12,005 465 465 ー
地方債 10,557 10,198 359 359 ー
政府保証債 2,209 2,099 110 110 ー
社 債 15,554 15,196 357 362 4
株 式 539 614 ー74 9 84
受益証券 5,697 5,604 92 199 107
合 計 47,029 45,718 1,310 1,506 195
　注1：時価は、期末日における市場価格等に基づいております。
　注2：令和元年９月における売買目的有価証券はありません。
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1． 本誌に掲載している計数は単位未満を切り捨て表示しておりますので、合計と一致しない場合があります。
2． 記載金額が表示単位未満の場合は「0」、期末残高がない場合は「－」で表示しております。

本紙は再生紙を使用しています。

■東洋ライス㈱との包括連携協定提携について

■准組合員の意見反映・参加参画の促進
　准組合員の皆さんを、「地域農業の応援団」として、
正組合員とともに「地域・農業・農業協同組合の団結の
輪を広めるパートナー」と位置付け、ＪＡ事業活動に参
加していただけるよう、様々な農業収穫体験を実施し
ています。
　「知る⇒体験⇒共感⇒参加⇒参画」の流れをつくり、
准組合員の皆さんに体験を通じて地域・農業・農産物
の素晴らしさを理解していただくことにより、農業協
同組合運動の輪を広げる取り組みを続けています。
　このほか、准組合員の多様な意見を事業へ反映さ
せるために広報や直売所運営に関するモニター制度
にも取り組んでいます。

　「持続可能な社会の実現」と「組合員や
地域住民の健康と環境」に寄与すること
を目的に、東洋ライス㈱と包括連携協定
を締結しました。
　管内で栽培された「彩のきずな」を使
用した「金芽米」の販売や、管内の同社サ
イタマ工場が主催した田植え体験に協
力するなど、米を通じて連携を深めてき
ました。 
　双方の強みを生かし、米農家の所得向
上、米の付加価値向上、健康増進、循環型農業への貢献など、今後も協力して取り組んでいきます。

写真）准組合員日帰り農業収穫体験ツアーにて
　　  上：ぶどう狩りを楽しむ様子
　　  下：貴重な山林資源を学ぶ様子

3. 自己資本比率（健全経営のバロメーター）

4. ＪＡバンク・セーフティネット
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